
宝
生
院
蔵

『弥
勒
上
下
経
遊
意
十
重
』
に
つ
い
て

伊

藤

隆

寿

表
題

の
文
献
は
、
名
古
屋
宝
生
院

(大
須
文
庫
)
に
所
蔵
さ
れ
る
、
均

僧
正
撰
の
撰
号
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
吉
蔵
撰
と
し
て
現
在
伝
え
ら

れ
て
い
る

『
弥
勒
経
遊
意
』
は
、
実
は
慧
均
の
作
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
に
対

し
て
根
拠
を
与
え
る
新
資
料
で
あ
る
。
以
下
こ
の
問
題
に
つ

き
若
干
論

述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
は
じ
め
に
、
本
文
献
を
見
出
す
に
到

つ
た
理
由
を
説
明
し
て
お
き

た
い
。
筆

者
は
数
年
来
、
吉
蔵
の
撰
述
書
を
改
め
て
整
理
し
よ
う
と
の

方
針
で
着
手
し
て
い
る
が
、
大
日
本
続
蔵
経
、
大
正
蔵
所
収

の

『
弥
勒

経
遊
意
』

に
対
し
て
、
吉
蔵

の
真
撰
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の

疑
問
が
提

起
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
諸
種
の
点
よ
り
検
討
を
加
え
、
す
で

に
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
四
号

(昭
和
四
十
八
年
)
に
発
表
し
た
。

重
復
に
な

る
が
、

そ
の
要
点
を
述

べ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

A
、
卍
続
蔵
、
大
正
蔵
及
び
現
在
知
ら
れ
て
い
る
写
本

(東
大
寺
、
高
野

山
大
、
大
谷
大
、
京
大
)
の
す
べ
て
に
、
撰
名
が
な
い
こ
と
。

B
、
目
録
を
見
る
と
、
『弥
勒
経
』
の

「
遊
意
」
と
し

て
、
吉
蔵

の
も

の

一
巻

(安
遠
録

・
東
域
録
等
)
と
、
慧
均

の
も
の

一
巻

(東
域
録
。
謙
順

録
・
三
論
宗
経
論
章
疏
目
録
)
の
二
種
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
吉
蔵

の
書

は

『
弥
勒
経
遊
意
』
と
し
て
諸
本

一
定
し
、
慧
均
の
は

『
弥
勒

上
下
両

経
遊
意
』
と
さ
れ
、
大
日
本
仏
教
全
書
所
収
の
、
室
町
時
代
成
立
と
さ

れ
る

『
三
論
宗
経
論
章
疏
目
録
』
の
み
吉
蔵
書

と
同
名

で
記

し
て
い

る
。
し
か
も
目
録
の
記
述
よ
り
判
断
す
る
と
、
吉
蔵
の
遊
意
は
、
羅
什

訳
の
成
仏
経

(下
生
経
)
に
対
す
る
も
の
で
、
慧
均

の
遊
意
は
、
上
下
両

経
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

C
、
そ
こ
で
、
現
行
本
の
内
容
を
見
る
と
、
宗

体
を
論
じ
る

と
こ
ろ

で
、
上
生
経
と
下
生
経
を
対
比
し
、
上
生
は
大
乗
、
下
生
は
小
乗
と
判

じ
て
い
る
こ
と
や
、
序
文
に
よ
り
、
現
行
本
は
、
上
下
両
経
に
対
す
る

遊
意
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。
こ
の
判
別
は
、
吉
蔵
の

『
観

無
量
寿
経
疏
』
と
は
見
解
を
異
に
す
る
。

D
、
ま
た
南
北
朝
に
お
け
る
教
判
説
の
紹
介
が
、
他
の
吉
蔵

の
記
述
と

は
、
か
な
り
趣
き
を
異
に
す
る
こ
と
。

E
、
本
書
で
は
、
仏
滅
等
の
年
代
論
を
出
し
、
十
九
出
家
三
十
成
道
八

十
滅
度
説
を
採
用
し
て
い
る
が
、
吉
蔵
は

「観
経
疏
」
の
申
で
、
二
十

宝

生
院
蔵

『
弥
勒
上
下
経
遊
意
十
重
』
に

つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
二
三
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宝
生
院
蔵

『
弥
勒
上
下
経
遊

意
十
重
』

に
つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
二
四

九
出
家
三
十
五
成
道
を
主
張
す
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
の
点
に
つ
き
、
本

書
で
は
、
「
大
経
遊
意

(疏
)」
に
説
明
を
譲
る
が
、
現
存

の
吉
蔵

の

『
浬
墾
遊
意
』
等
に
は
相
当
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
。

F
、
用
語
、
文
体

の
面
で
、
他
の
吉
蔵
書
に
見
ら
れ
ぬ
用
例
が
、
し
ば

し
ば
出

て
く
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
「具
さ
に
中
仮
を
論
ず
る
が
故
に
」

等
や

「地
摂
両
論
成
毘
二
家
の
義
宗
」
等
。

G
、
さ
ら
に
、
安
澄
の

『
中
論
疏
記
』
巻
二
末

(大
正
六
五
、
四
六
上
)

に
お
い
て
、
「
今
案
、
成
仏
経
疏
云
」
と
し
て
引
用
し

て
い
る
が
、
こ

の

一
文

は
、
慈
恩

・
元
暁

・
憬
興
の
疏
に
は
無
く
、
現
行

の
遊
意
に
も

見
当
ら
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
引
用
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
三
論

宗
の
疏

で
あ
り
、
吉
蔵

の
疏
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が

判
然
と
し
な
い
。
も
し
、
安
燈

の
引
用
文
が
、
吉
蔵
疏
か
ら
の
も
の
と

す
れ
ば
、
現
行
の
遊
意
は
、
全
く
別
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一

方
、
澄
禅

の

『
三
論
玄
義
検
幽
集
』
巻

五

(大
正
七
〇
、
四
五
七
下
)
で

は
、
「恵
均
師
弥
勒
経
遊
意
云
」
と
明
記
し
て
、
現
行
遊
意

の

一
文
を

引
用
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
慧

均
の

『
四
論
玄
義
』
と
の
比
較
検
討
を
す
る
と
、
内
容
上
、
用
語
文
体

上
か
ら
、
相
応

一
致
す
る
点
が
見
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
た
が

つ

て
、
現
行

の
遊
意
は
、
吉
蔵

の
も
の
で
は
な
く
て
、
慧
均
の
撰
に
か
か

る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残

さ
れ
た
問
題
点
も
存
し
、
何
よ
り
も
、
目
録
記
載
の
書
が
、
具
体
的
に

伝
承
さ
れ
、
流
布
し
依
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
上
で
、
現
行
本
と

の
異
同
が
明
確
に
さ
れ

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

二
、
今
回
紹
介
す
る
文
献
の
書
誌
的
状
況
は
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

A
、
筆
写
年
代
等

南
北
朝

(観
応
三
年
・
一
三
五
二
)
写
、
巻

子
本
、

訓
点
ナ
シ
、
異
本
校
合

ア
リ
(墨
)
、
縦
二
六

・
一
セ
ン
チ
、
全
長

一

三
二
六

・
九
セ
ン
チ
、
紙
数
三
十
三
紙

(押
紙
奥
付
含
む
)
、
一
紙
欠
、

墨
界
、

一
紙
二
十
三
行
、

一
行
十
七
-
二
十
四
字
。

B
、
外
題

弥
勒
経
遊
意

(本
文
と
別
筆
)

内
題

弥
勒
上
下
経
遊
意
十
重

均
僧
正
撰

尾
題

弥
勒
上
下
経
遊
意
十
重
義

一
巻

巻
末
裏

弥
勒
上
生
経
遊
意
巻
第

一
 (別
筆
)

C
、
識
語

・
奥
書
等

セ
リ
ニ

ニ

ノ

(中
間
押
紙
)
弥
勒
上
下
経
遊
意
巻
末
欠
脱
別
幸
有
二巻
末
残
本
一請

テ

ヲ

合
二
両
本
一而
備
足
焉

(奥
書
)
観
応
三
年
八
月
二
十
三
日
於
山
城
国
綴
喜
郡
田
辺
郷
令
書
写

(異
力
)

了

同
翌
日
以
東
南
院
御
経
蔵
御
本
令
校
合
了

載
□
本
者
彼
御
本

也
両
本
共
文
字
脱
落
惟
多
僻
字
又
不
知
数
重
尋
証
本
可
校
定
畢

三
論
宗
沙
門
憲
朝

抑
此
書
者
嘉
祥
均
正
両
所
之
製
作
在
之
欺
而
即
所
持
聖
教
中
二
所
釈

共
次
閾
之
伍
平
来
錐
有
書
写
之
志
御
経
蔵
本
者
虫
□
之
損
失
散
散
也

其
外
依
不
尋
得
写
本
閣
之
了
今
適
得

一
本
令
書
写
之
処
文
字
散
散
彼
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御
経
蔵
本
虫
[
]
也
此
共
願
指
南
尤
以
無
止
矣

大
略
以
上
の
ご
と
く
で
あ

つ
て
、
筆
写
の
年
代
、
底
本
の
保
存
状
況
、

写
本
系
統
等
も
奥
書
に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
が
、
宝
生
院
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
戦
前

の
黒
板
勝
美
博
士
の
善
本
目
録
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
依
り
、
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

が
、
し
か
し
、
黒
板
博
士
の
目
録
は
、
主
に
外
題
に
よ
つ
て
作
成
し
て

あ
る
た
め
、
目
録
の
み
で
は
、
誰

の
も
の
か
判
然
と
せ
ず
、
恐
ら
く
吉

蔵
の
遊
意

で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
程
度
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実

際
に
調
査

し
た
結
果
は
、
右
の
ご
と
く
で
あ

つ
て
、
均
僧
正
撰

と
し

て
、
慧
均

の
撰
号
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
、
内
題

に
依

つ

て
、
「
東
域
目
録
」
等
の
記
載
と

一
致
す
る
こ
と
も
明
ら
か

と
な
り
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
慧
均

の
遊
意
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、

こ
れ
を
、
現
行
本
及
び
他

の
写
本
と
比
較
す
る
と
き
、
大
同
小

異
、
筆
写
上
の
誤
字
脱
字
、
脱
文
が
相
互
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
同

一

の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

三
、
そ
こ
で
、
宝
生
院
写
本
の
文
献
的
価
値
で
あ
る
が
、
筆
写
し
た
の

は
、
奥
書

か
ら
判
断
す
る
と
、
南
北
朝
時
代
の
三
論
宗
学
者
憲
朝
で
あ

る
。
こ
の
人
の
伝
記
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
生
院
に
は
、
憲
朝
の
写
本

が
数
部
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
奥
書
よ
り
嘉
暦
四
年

(
一
三
二
九
)
か

ら
康
安
元
年

(
一
三
六
一
)
頃
に
、
本
書
の
奥
に
も
記
さ
れ
る
現
在
の
京

都
の
綴
喜
郡
田
辺
町
と
東
大
寺
三
面
僧
坊
実
相
院
に
お
い
て
、
連
続
し

て
三
論
の
文
献
を
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
彼

の
筆
写
し
た

『
大
品
経
義
疏
』
巻
五
の
康
安
元
年

(
一
三
六

一
)
の
奥
書
に
は
、
権
大

僧
都
憲
朝
と
あ
つ
て
、
あ
る
い
は

『
三
会
定

一
記
』
第
二
の
元
弘
二
年

(
一
三
三
二
)
に
記
さ
る
東
大
寺
研
学
を
勤
め
た
憲
朝
そ
の
人
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
恐
ら
く
東
大
寺
の
三
論
学
者
で
あ
り
、
写
本
は
信
頼
出

来
る
も
の
と
思
う
。
し
か
も
、
本
書
で
は
、
奥
に
言
う
ご
と
く
、
東
南

院
経
蔵
本
と
の
校
合
を
厳
密
に
し
て
お
り
、
そ

の
点
か
ら
も
資
料
的
価

値
は
高
い
。
さ
ら
に
、
現
行
本
と
比
し
て
、
よ
り
原
形
態
を
留
め
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
憲
朝
も
言
う
ご
と
く
、
本
写
本
の

底
本
及
び
東
南
院
本
共
に
、
甚
だ
保
存
状
態
が
悪
か

つ
た
よ
う
で
、
穿

つ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
吉
蔵
の
撰
述
書

で
は
な
い
が
た
め
に
、

軽
視
さ
れ
て
来
た
た
め
で
は
な
か
つ
た
か
、

と
い
う
推
察
も
可
能
と
思

う
。
長
い
間
三
論
の
本
拠
で
あ
つ
た
東
南
院
の
御
経
蔵
本
が
、
す
で
に

散

々
の
状
況
で
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
。
そ
し
て
、
他
の
現
存
写
本
の

い
ず
れ
に
も
撰
号
が
な
い
理
由
も
、
本
書
に
お
け
る
東
南
院
本
と
の
校

合
に
よ
つ
て
推
察
さ
れ
て
来
る
。
と
言
う
の
は
、
東
南
院
本
は
、
虫
食

が
甚
だ
し
く
、
撰
号
記
入
の
部
分
に
、
虫
食

の
た
め
不
明
と
の
注
記
が

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
他
の
写
本
中
、

一
番
年
代
が

古
い
の
は
、
現
在
東
大
寺
図
書
館
所
蔵

の
写
本
で
あ
り
、
そ
の
表
紙
左

下
に
は
宗
性
と
あ

つ
て
、
宗
性
所
持
本
で
は
な
か
つ
た
か
と
推
察
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
写
本
に
も
撰
名
は
な
く
、
そ
の
頃
か
ら
、
す
で

に
撰
者
名
は
明
確
で
な
く
な
つ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後

の
高
野
山
本
以
下
は
、
す
べ
て
東

宝
生
院
蔵

『
弥
勒

上
下
経
遊

意
十
重
』

に
つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
二
五
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宝
生
院
蔵

『
弥
勒
上
下
経
遊
意
十
重
』

に
つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
二
六

大
寺
本

の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一
様
に
撰
名
が
欠
け
る
結
果

に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
目
録
に
は
吉
蔵

の
遊
意
の
存
在
を
伝

え
、
ま
た
安
澄
も
引
用
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
つ
て
、
慧
均
の
も
の
と

の
二
本
が
流
伝
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
か
な

り
古
く
か
ら
吉
蔵
本
は
散
逸
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、
安

澄
の
引
用
が
、
吉
蔵
疏
か
ら
の
も
の
と
す
れ
ば
、
管
見
で
は
そ
れ
が
唯

一
の
引
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
代
が
降
る
に
従
つ
て
、
本
書

が
慧
均
の
も
の
か
、
吉
蔵
の
も
の
か
判
別
が
つ
か
ぬ
状
況
と
な
り
、
し

た
が
つ
て
、
撰
号
不
記
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
る
に
至

つ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
室
町
時
代
の
三
論
録
に
見
ら
れ
る
撰
者
名

の
混
乱
に
よ
つ
て
も
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
東
大
寺
系
の
写
本

類
、
伝
承
で
あ

つ
て
、
「
検
幽
集
」
で
の
引
用
や
宝
生
院
本

の
存
在
を

考
え
る
と
、
東
大
寺
系
以
外
に
は
、
慧
均
の
撰
号
を
有
す
る
写
本
が
伝

え
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
本
写
本
は
、

い
わ
ゆ
る
東
大
寺
三
論
宗
の
伝
承
と
は
異
な
る
、
別

の
系
統
に
伝
わ
つ
て
い
た
も
の
が
底
本
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿

論
、
本
来

は
、
東
大
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
筆
写
し
た
も
の
で

あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
は
、
京
都

を
中
心
と
す
る
三
論
研
究
も
盛
ん
で
あ
つ
て
、
南
都
か
ら
持
ち
運
ば
れ

た
典
籍
類

も
多
数
存
し
た
に
相
違
な
く
、
醍
醐
寺
や
太
秦

の
桂
宮
院
に

は
、
す
で
に
東
大
寺
等
に
は
存
在
し
な
い
典
籍
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ

る
。
本
書
も
、
筆
写
の
場
所
や
、
「
検
幽
集
」
で
の
引
用
か

ら
見
て
、
京
都
の
三
論
系
、

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
真
言
系
に
伝
承

さ

れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
、
と
推
察
す
る
わ
け
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、
本
写
本
の
出
現
に
よ
つ
て
、

現
在
、
大
日
本
続
蔵
経

及
び
大
正
蔵
経
の
目
録
、
仏
書
解
説
大
辞
典
等

で
吉
蔵
撰
と
さ
れ
て
い

る
も
の
が
、
実
は
、
慧
均
の
も
の
で
あ
つ
た
、

と
い
う
こ
と
が
明
白
に

な
ろ
う
か
と
思
う
。
本
写
本
の
全
体
に
つ
い
て
と
現
行
本
等
と
の
異
同

に
つ
い
て
の
詳
細
は
略
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

別
の
機
会
に
発
表
し
た

い
と
思
う
。
ま
た
、
本
書
が
慧
均

の
撰
述
書

で
あ
る
と
す

れ
ば
、
従

来
、
吉
蔵
撰
と
し
て
扱

つ
て
来
た
こ
と
に
改
め
て
検
討
を
加
え
る
必
要

が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
慧
均

の
学
風
、

思
想
を
考
え
る
上
に

も
、
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
良
い
と
思

わ
れ
る
。

(昭
和
五
十

一
年
八
月
稿
)
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